様式2-2
臨床遺伝専門医制度認定研修施設における
施設認定更新申請書

　西暦　　　　年　　月　　日

臨床遺伝専門医制度委員会　御中
　当施設は、臨床遺伝専門医制度における研修施設に認定されていますが、認定期間が

　　　　　年　　　　月　　　　日に満了します。つきましては、引き続き施設認定を受けたく、臨床遺伝専門医制度規則第15条および施行細則第11条に基づき、必要書類を添付の上、ここに施設認定の更新を申請します。
　　　添付書類： 
　　　　１）研修施設において研修した又は研修中の医師の名簿

　　　　２）臨床遺伝外来の診療実績

　　　　３）勤務する専門医の名簿と研修における各自の役割

　　　　４）実施している研修プログラムの概要および教育的行事
申請施設名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
施設長　　　　職名・氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　印
部門の責任者　職名・氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　印
指導責任医　　職名・氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　（専門医番号：　　　　　　）
＜連絡先＞
　担当者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　所属部・課（科）名：　　　　　　　　　　　　　　　　　
　電話：　　　　　　　　　　　FAX：　　　　　　　　　　
　E-mail：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）研修施設において研修した又は研修中の医師の名簿
－医師の人数、各医師の氏名と現在の所属先を記載してください

－前回の施設認定以降５年間に限ります
－過去の研修については、指導責任医が把握できている医師名だけで結構です。必ずしも全員を漏れなく記載する必要はありません
■研修した医師の名簿
■研修中の医師の名簿

（２）臨床遺伝外来の診療実績

＜臨床遺伝医療部門の名称＞

＜臨床遺伝医療部門の責任者氏名（所属・職名・氏名）＞

＜指導責任医氏名（所属・職名・氏名）＞

＜臨床遺伝医療に関する専門外来の名称＞

＜遺伝医療に関する専門外来の診療日・診療時間＞

＜診療実績＞

　・診療実績数（概数）：　　約　　　　　　例／年間
　・領域別診療実績数（概数）
　　周産期領域：　　例

　　小児領域：　　例

　　成人領域：　　例

　　腫瘍領域：　　例

　・臨床遺伝医療の内容について、以下のうち当てはまるものをチェック
□ 妊娠・出生前に関連したもの

□ 染色体異常

□ 奇形症候群

□ 先天代謝異常症

□ 内分泌疾患

□ 神経・筋疾患

□ 頭部・顔面疾患

□ 骨・結合組織疾患

□ 眼科疾患

□ 耳鼻科疾患

□ 皮膚疾患

□ 家族性腫瘍
□ その他の腫瘍

□ 血液・凝固・免疫不全

□ 循環器疾患
□ 腎・尿路・泌尿器疾患

□ 消化器疾患

□ 呼吸器疾患

□ 精神疾患
□ 生活習慣病

□ 薬理遺伝

□ その他の疾患

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 遺伝子検査の提供

□ その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（３）勤務する専門医の名簿と研修における各自の役割

	氏　名
	専門医

番号
	指導医資格の有無
	基本領域学会

の専門医資格

（内科専門医など／該当する場合のみ）
	研修における役割

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


（４）実施している研修プログラムの概要および教育的行事
臨床遺伝専門医制度規則
（研修施設認定の期間）

第15条 認定研修施設の認定期間は５年とし、５年毎に認定を更新する。

（1）研修施設認定の更新の条件及び手続きは、別に定める。
臨床遺伝専門医制度施行細則
（研修施設認定更新）

第１１条 規則第１５条に定める認定研修施設の認定更新は、次の各号に掲げる事項を記載した申請書を提出することにより５年毎に行うものとする（）内が認定更新基準。

（1）
認定期間中に研修施設において研修開始した専攻医および専門医を取得した医師の名簿

（2）
５年間における周産期、小児期、成人期、腫瘍の各遺伝医療領域全ての臨床遺伝外来の診療実績

*（診療実績総数 年間２０症例以上）。なお、特定の領域において診療実績がない場合には当該領域の診療実績のある近隣の施設と連携し、協定書を提出すること。

（3）
勤務する専門医の名簿および研修におけるそれぞれの専門医の役割*

（4）
実施した研修プログラム（月 1 回以上）

（5）
教育的行事の詳細（月 1 回以上）

*診療、研修は周産期･小児期･成人期・腫瘍の領域において行われる遺伝医療を含む事。不足する場合は各セミナー受講などのカリキュラムが必要

（研修施設認定取消）

第１２条 委員会は、認定研修施設が次の各号の一に該当するときは、期間内であっても認定を取り消すことができる。

（1） 認定を辞退したとき。

（2） 研修施設として不適当と認められたとき。

（3） 指導医が引き続き６ヶ月以上不在のとき。
